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＜狭山ニュータウン地区活性化シンポジウム＞



地域再生に係わる近年の社会動向

■1960～：対抗的なまちづくり（公害運動など）

■1969～狭山NT入居開始

■1970～：市民の主体性の萌芽（町並み保存など）

■1972～成長の限界（省エネ、石油ショック）

■1980～：行政主導的な市民活動（まちづくり条例など）

■1990～：市民と行政の協働（ＮＰＯ法など）

■1992～地球規模の環境問題（地球サミット）

■1998～市立コミュニティセンター

■2000～：市民と企業など多様な協働（ＣＳＲなど）

■2008～まちづくり円卓会議

■2010～人口が継続して減少する社会

■2015～大阪狭山市総合戦略
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狭山ニュータウン
の概要

■１９６９年（S44）から入居開始
約５０年経過

■２０１８年（H30）現在
７，０８１世帯、１５，１２４人

■高齢化率３７．１％
（本市平均２６．８％）



狭山ニュータウン地区の人口動向
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狭山ニュータウンの魅力と課題 ＜子育て支援＞

38.5%

62.1%

61.5%

77.4%

76.6%

70.4%

69.8%

13.8%

6.3%

0.9%

3.2%

4.6%

6.2%

23.1%

10.3%

10.4%

6.1%

6.5%

8.3%

6.0%

38.5%

13.8%

20.8%

13.9%

11.0%

15.1%

16.2%

1.0%

1.7%

2.6%

1.6%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16～19歳（Ｎ＝13）

20～39歳（Ｎ＝58）

40～59歳（Ｎ＝96）

60～69歳（Ｎ＝115）

70歳以上（Ｎ＝154）

南中学校区（Ｎ＝436）

大阪狭山市（Ｎ＝1,274）

南中学校区定住意向（年齢別）

現在の場所に住み続けたい 市内で引っ越したい

市外へ引っ越したい わからない

無回答

若い世代の定住志向を
高める取り組みの必要性

子育て支援センター“ぽっぽえん”
を核とした支援の充実



狭山ニュータウンの魅力と課題 ＜日常生活の支援＞

商業集積地区における
空き店舗の発生や用途の変更

高度医療を提供する拠点
移転後の安心な医療体制の確保

健康づくりの推進
「元気クラブ」



狭山ニュータウンの魅力と課題 ＜緑地の活用と再生＞

住民と一体となった
緑のネットワークの形成

あまの街道を活用した
ウォーキングイベント大野ぶどう



狭山ニュータウンの魅力と課題＜都市空間の維持更新＞

多様な住宅ストック
空き家や空き地の増加

循環バスや路線バス
公共交通サービスの再整備



狭山ニュータウンの魅力と課題 ＜地域の安全・安心＞

地域防災力の育成、充実

防災機能の充実

防犯対策の充実強化



将来像 と基本的な視点

＜視点１＞
■新たなにぎわい
やふれあいの創出

＜視点２＞
■子育て世代に
選ばれる子育て
支援・教育環境

の充実

＜視点５＞
■地域の安全
・安心の向上

＜視点３＞
■日常生活を支
えるサービスと
支え合いの展開

＜視点４＞
■快適で魅力的な
都市空間の形成

将 来 像

○集い「交流」するまち
○健やかに「活躍」できるまち
○らしさを「発信」し続けるまち



多様な主体の連携
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多様な主体の連携によるまちづくりの事例

まちづくり協議会

行 政 NPO

（深江駅前花苑）

（阪神グリーンネット）

（住民・事業者）

＜住民・行政・ＮＰＯの連携＞



多様な主体の連携

住民・
自治会等

N P O 等
地域活動団体

事業者

大 学

行 政

将 来 像

視点
１

視点
２

視点
５

視点
３

視点
４

（地域活動団体による管理）



多様な主体の連携による推進イメージ
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モデルとなる取組み

共通のプラットフォームの形成

事業の実施 機運の醸成



多様な主体の連携による推進イメージ
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「人の健康」 と 「地域の健康」

◆肉体的な健康（心と体）－－－◆環境 （基盤環境の保全と創出）

◆社会的な健康（社会参加）－－◆コミュニティ・社会 （人的連携の創出）

◆経済的な健康（金） －－－－◆地域経済 （コミュニティビジネスの創出）

＜統合的なマネジメントによる 「健康」 な狭山NTへ＞

経済

環境

社会


